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鍵

を

忘

れ

ず

に

カ
ギ
は
必
す
心
と
窓
に

こ
う
し
て
歳
末
、

年
始
の
防
犯
を

年
の
瀬
が
迫
る
に
つ
れ
毎
年
多
く
な
る
の
は

「ド
ロ
ボ
ウ
」

「
交
通
事
故
」
そ
の
他
各
種
犯
弾

(事
故
)
で
す
。
瞥
察
で
は
歳
未
や
年
始
に
お
こ
る
犯
罪
(
事
故
)
を
な
く
し
よ
う
と
歳
末
年
始

、副
J
H山
山

の
取
締
り
警
戒
を
十
二
月
十
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
実
施
す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
ず
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
つ
ぎ
の
乙
と
巻
守
っ
て
い
た
だ
き
各
種
の
犯
罪
(
事
故
)
者
一
掃
し
、
明
る
い
希
望

の
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一や
夜
寝
る
と
き
に
必
ず
戸
締
り
を

一者
」
に
替
戒
し
ま
し
ょ
う
。

一忘
れ
な
い
で
確
め
ま
し
ょ
う
。

一

一

一

お
金
の
保
管
は

一

不
審
者
に
注
意

一

ド
ロ
ボ
ウ
は
入
り
安
い
と
乙
ろ
一

。

一

お
金
を
盗
ま
れ
る
の
は
大
概
の

を
ね
ら
い
ま
す
。
戸
締
り
の
よ
く
一
ド
U

ボ
ワ
に
入
る
に
は
「
山

一場
合
、
し
ま
っ
て
い
る
と
と
ろ
を

で
き
た
と
乙
ろ
は
入
り
ま
せ
ん
。
一
見
」
と
い
っ
て
入
ろ
う
と
思
う
家

一見
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
宅
で
お
金

ド
ロ
ボ
ウ
に
な
っ
た
気
持
で
、
戸
一
を
調
べ
て
歩
き
ま
す
。
家
の
近
く

一を
支
払
い
す
る
』

締
り
な
ど
に
品
い
と
こ
ろ
が
あ
り
一巻

「
う
ろ
つ
く
者
、
行
商
人
を
装

一意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
ら
単
く
補
修
し
て
、

外
出
一
う
者
、
架
空
の
尋
ね
人
を
す
る

ま

ず

戸

締

り

と

ル
が
良
い
か
ら
」
な
ど
、
相
手
の
一
の
犯
罪
も
多
い
。
婦
女
子
や
老
人

一う
ま
い
口
車
に
の
る
と
、
と
ん
だ
一
の
使
い
は
で
き
る
だ
け
さ
け
、
連

自
転
車
の
盗
難
は
ほ
と
ん
ど
鍵
一
被
害
を
受
け
ま
す
の
で
、
品
物
を
一距
離
の
場
合
は
車
を
利
用
レ
ま
し

を
か
け
ず
に
、
道
路
や
軒
下
な
と
一よ
〈
調
べ
、

「
主
人
に
頼
ま
れ
一
ょ
う
。

に
立
掛
げ
て
い
る
場
合
で
す
。

一た
」
な
ど
と
い
っ
た
と
き
は
電
話
一

「
ち
ょ
っ
と
の
油
断
」
で
盗
ま
れ
一
で
確
か
め
る
か
、
身
分
証
明
言
一

ま
す
の
で
、
必
ず
自
転
車
に
は
鍵
一
見
せ
て
も
ら
う
な
と
、
相
手
を
確

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

か

め

る

こ

と

が

肝

心

で
す
J

。

自
転
車
に
は
鍵
を

う

ま

い

話

に

は

だ

ま

れ

さ

金

融

機

関

戸、

の

る

行

き

錫

り

に

注

意

ぬ
れ
手
で
粟
を
つ
か
む
よ
う
な
一

預
金
や
払
い
戻
し
な
ど
の
金
融

話
、
た
と
え
ば
「
安
い
か
ら
」
一機
関
へ
の
行
き
帰
り
を
狙
う
集

「
主
人
に
頼
ま
れ
た
」
「
レ
ッ
テ
-団
ス
リ
や
ヒ
ツ
タ
ク
リ
な
と

狩

猟

は

必

ず

免

許

を

支え
ムζ，
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一
市
役
所
は
年
末
年
始
の
期
間
後
納
め
ら
れ
る
滞
納
分
市
税
故
障
、
漏
水
の
場
合
は
水
道

代

金

受

取

り

は

守

日
中
つ
ぎ
の
と
お
り
執
務
し
ま

す

(
保
険
税
を
合
む
)
は
課
の
窓
課
(
電
三
四
三
番
)
へ
連
絡
し

早
目
に

一
の
で
み
な
さ
ん
の
と
協
力
を
お
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
て
く
だ
さ
い
。
係
員
が
出
向
き
【
収
入
役中主
】
支
払
事
泌
は
十
F

-
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
課
】
一戸
籍
、
諸
証
明
の
ま
ず
。

二
月
二
十
八
日
ま
で
行
な
い
ま
…

ム
御
用
納

・
十
二
月
二
十
取
り
扱
い
事
務
(
蚊
入
証
紙
の
門
出
張
所
】
市
税
、
水
道
謀
、
す
が
、
年
末
近
く
に
な
り
ま
す
一

F

八

日

売

り

さ

ば

き

を

合

む

)

は

十

二

住

宅

使

用

料

、

じ

ん

益

事

と

、
告

の

支

訟

を

相

当

一

一

ム
倒
用
蛤
・
:
一
月
凶
日

tim--司
E
z
---=三三=τ二三五===-三
-----
-ZE三三時三三
【三=----ZEz--=
三
三
三
三
=
一
ニ
z
-
混
雑
い
た
し
ま
ず
か
ら
、
代
金
…

い

ム
休
務
と
事
務
取
扱

一

年

末

年

始

の

事

籍

取

扱

1

川
護
領
す
る
人
は
で
き
る
た
け
号

一

十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
f
i
z
z
-
-
=
z
-
=
z
-ZE
z---一--z--eFc
j

zz----eF三--z一
一一一汁

-L
早
い
時
期
に
お
出
で
え
だ
さ
い
一

三

日

ま

で

休

務

(

な

る

べ

く

二

十

八

日

は

、

午

一

一

(

た

だ
し
、
つ
ぎ
の
謀
、
月
三

十

一

づ

ま

で

数

料

な

ど
の
徴
収
事
掛
は
十
二

前
中
に
お
出
さ
く
だ
さ
い
)
一

te
ト
I
J
!
、
一
ト

t
i
月

二

十

一

日

ま

で

川

所
、
室
は
そ
れ
ぞ
れ
執
務
し

【
伺
9
1正
常
】
じ

ん

介

拘

バ

な

お

、

休

掛

則

川

叩

隊い一四一

げ

円

引

‘

一

i

e

【市
立
倒
防
】
十
二
月

三

十

日

'

い

ま
す
。
)

手
数
一
本
の
徹
収
事
掛
は
十
二
一
月
一
月
二
日
は
午
前
中
診
紙
、
急
を
裂
す
る
単
一
扮
な
ど
は
、
市
役
一

一
【
税
務
課
】
市
税
(
保
険
税
を

三
十

一
日
ま
で
似
の
場
合
は
柄
院
(
也
凶
四
五
、
所
(
埠
七
五

O
番
)
日
出
者
へ
一

一
合
む
)
の
徴
収
事
務
は
十
二
月

【
水
道
献
】
料
金
凶
保
は
休
務
四
凶
六
番
)
へ
連
絡
レ
て
く
だ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

F

舟
三
十
一
日
ま
で
(
二
十
九
日
以
巾
も
取
り
扱
い
ま
す
。
さ
い
。
い
つ
で
も
診
ぽ
レ

ま

す

(

庶

掛

説
)

一 け

カ〉

ら

押
し
売
り
に
注
意

不
良
化
か
ら
一一円
少

年

を
守
り
ま
し
ょ
う

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
乙
ん
な
場
合
、

が
一
番
大
事
で
す
。
必
ず
日
に
一

度
目
と
心
を
わ
が
子
に
く
ば
る
こ

と
を
怠
ら
な
い
で
、
明
る
い
環
慌

を
つ
く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

外
灯
の
補
修
を

被
害
に
か
か
っ
た
と
き

不
幸
に
し
て
被
害
に
か
か
っ
た

一
場
合
は
現
場
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

下
旬
に
な
れ
ば
学
校
も
冬
休
み
一
早
ぐ
瞥
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

に
な
り
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
た
一
警
察
は
い
ち
早
く
現
場
に
か
け
つ

は
正
月
の
準
備
に
追
わ
れ
、
子
と
一け
捜
査
に
努
め
ま
す
。

も
の
面
倒
を
み
る
機
会
に
欠
け
る
一

(
大
村
警
察
署
)

ir~ð'! 
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市
民
か
る
た
大
会

市
連
合
婦
人
会
で
は
第
一
回

市
民
か
る
た
大
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
数
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

ム
期
日

昭
和
三
十
六
年
一
月

二
十
二
日

(
日
曜
日
)
午
前
九

時
か
ら

武
部
郷
長
安
寺

ム
会
場

ム
出
場
極
目

マ
団
体
の
部
(
五
人
一
組
と

す
る
)

マ
個
人
の
部

ム
出
場
資
格
競
ひ
に
部
別

中
学
の
部
(
印
学
庄
で
あ
る
こ

と
)

高
校
の
部
(
高
校
庄
で
あ
る
乙

と
)
大
学
の
部
(
大
学
生
で
あ
る
乙

と
)
青
年
の
部
(宵
年
で
あ
る
こ
と
)

婦
人
の
部
'
婦
人
で
あ
る
こ
と
)

成
人
の
部
(
成
人
男
子
で
あ
る

乙
と
)

ム
出
場
山叩
込
締
凶
昭
和
三
十

六
年
一
月
七
日
ま
で
市
教
委

社
会
教
育
課
へ

ム
会
費

叩

学
生
一
人
五
十
円

高
校
生
以
上
一
人
百
円

(
会
即
日
は
会
場
一
鶴
、
申
食
賀
、

暖
房
仰
い
、
抗
品
代
、
審
査
謝

礼
、
そ
の
他
に
使
肘
ず
る
)

(
市
教
委
社
台
数
育
課
)

新
入
学
児
を
調
査
来
年
四
月
小
学
校
入
学
児

(
昭
和
二
十
九
年
凶
月
二
日
!
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
出
生
)
を
お
も
ち
の
家
庭
で
、
ま
だ
脳
出
て
い
な
い
か
に
は
年
く
、
教
育
設
員
会
に
届
げ
て
く
だ
さ
い
。

今

月

の

納

説

U

十
二
月
二
十
八
日
は
固
定
資
産
加
飴
凶
期
分
の
納
期
限
で
す
。
な
b
ベ
く
半
日
に
納
的
て
く
だ
さ
い
。

て

ム
受
験
資
格
高
校
、
旧
制
中
学

車
業
者
お
よ
び
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
も
の

ム
願
書
提
出
期
日

昭
和
三
十
五

し
よ
う
。

年
十
二
月
一

日
か
ら
、
昭
和
三

④
畜
舎
、
鶏
舎
な
と
は
冬
を
越

六
年
一
月
十
日
ま
で

す
は
え
が
す
み
つ
か
な
い
よ
う

に
き
れ
い
に
し
、
リ
ン
デ
ン
、

ム
願
書
提
出
先
東
京
都
新
宿
区

い
わ

T
油
剤
な
ど
の
薬
剤
を
市
谷
河
田
町
八
帯
地
通
商
産
業

舎
の
壁
な
ど
に
噴
抑
制
し
ま
し
ょ
省
計
量
教
訓
臼
所

う

。

な

お

、
く
わ
し
い
こ
と
は
商
工
水

①
期
間
が
経
泊
し
た
広
告
物
、
産
謀
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い

不
許
可
の
広
告
物
を
と
り
除

き

(

商

工

水

産

課

)

ム
実
施
の
方
法

町
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
家
屋
内
を
す
み
か
ら
す
み
ま
①
ゴ
ミ
搬
出
民
域
内
で
大
掃
除

で
掃
除
し
、
台
所
、
物
置
、
倉
の
た
め
多
量
に
出
た
ご
み
は
ま

庫
な
と
の
消
棋
盤
頓
を
レ
、
冬
と
め
て
容
鼎
に
入
れ
、
担
び
ん
、

を
越
す
害
虫
(
コ
キ
ブ
リ
、
ハ

茶
わ
ん
の
か
け
ら
な
ど
燃
え
な

エ
な
ど
)
を
見
つ
け
た
ら
徹
底
い
物
は
別
の
容
器
に
入
れ、

ど

的
に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。
み
箱
の
そ
ば
に
お
い
て
く
だ
さ

②
家
の
周
辺
通
路
、
排
水
、

ぃ

。

(

容
器
は
木
炭
の
あ
き
俵

下
水
潟
、
便
所
な
ど
は
と
く
に
古
か
ま
す
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど

清
掃
し
、
ネ
ズ
ミ
が
は
び
こ
ら
が
よ
い
よ
う
で
す
。
)

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ム
ゴ
ミ
牧
集
に
、

運
搬
車
は

③
便
所
滋
取
口
の
ふ
た
は
完
全
十
二
月
三
十

一
日
午
前
中
ま
で

に
し
、

ど
み
箱
、
肥
料
油
な
ど
巡
回
さ
せ
ま
す
。

の

ふ

た

も

完

全

に

備

え

つ

け

一

ま

(

供

険
衛
生
課
)

H
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p
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叩恒・・
1

M
日

か

ら

大

掃

除

。
コ
ミ
収
集
は
剖
日
午
前
中
ま
て

健
康
で
明
る
い
住
み
よ
い
環
境

を
つ
く
っ
て
、
す
が
す
が
し
く

新
年
を
迎
え
る
た
め
に
、
今
年

最
後
の
大
掃
除
を
一
斉
に
行
な

い
ま
す
の
で
市
民
の
皆
様
こ
ぞ

っ
て
清
掃
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

ム
実
施
期
同

十

二
月
二
十

四
日
か
ら
十
二
日
二
十
七
日
ま

で

職
業
訓
練
指

指
導
員
の
採
用
条
件
な
ど
は
福

枇
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い

。

(

福

祉

事

務

所

)
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2

・-一一一r-=:一一--ュ一一=
-4-
一一
一一二一一一一一
-

2

・目勺ュロ一r司.一--一一一-rz-z-二日一日=.=--一一一
-一
ユマニ一
0

・二一一一
一3.• 
4
.

，.一一
一一一-
-一一--一，」一一一一-=-r・一一一一rze
-一一一一一日コ一
-一.

十
一
月
一
日
一
免
許
を
受
け
ず
に
m
仰
を
し
て
い
る

か
ら

「
ハ
ン
タ
一人
を
み
か
け
ま
ヲ
。
と
れ
は
違
反

|
」
の
待
ち
望
一で
す
か
ら
つ
き
の
乙

と
を
守

つ

ん
で
い
た
狩
猟
一て
誤
ち
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

解
禁
と
な
り、

一さ
い
。

木
枯
し
の
吹
き
一

ム
猟
銃
や
空
気
銃
を
持
つ
に
は

す
さ
ぶ
野
山
に
一公
安
委
員
会
の
所
持
許
可
を
受
け

銃
声
が
こ
だ
ま
一な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
猟

し
て
い
ま
す
が
一銃
や
空
気
銃
は
許
可
を
受
付
た
者

銃
の
所
持
許
可
一し
か
持
て
ま
せ
ん
。
他
人
に
貸
す

な
ら
び
に
狩
猟
一と
違
反
に
な
り
ま
す
。

ム
猟
を
し
よ
う
と
す
る
か
た
は

ま
ず
所
持
許
可
を
笠
り
て
か
ら

猟
銃
の
場
合
は
附
(
乙
)
狩
猟
免
許

を
、
空
気
銃
の
場
合
は
丙
狩
猟
免

許
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
と
こ
ろ
が
二
十
才
未
満
の
か
た

に
は
猟
を
す
る
許
可
は
下
さ
れ
ま

せ
ん
の
に
、
高
校

(
申
)
学
生
の

生
徒
さ
ん
の
す
ず
め
う
ち
を
よ
く

み
か
け
ま
す
。
乙
れ
は
違
反
で
す

か
ら
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ム
狩
猟
の
許
可
を
受
け
て
も
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
所
で
削
仰
を
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
鳥
獣
保
護
区
、

禁
猟
凶
、
公
道
、
農
林
大
臣
の
指

定
す
る
公
凶
、
そ
の
他
乙
れ
に
類

す
る
場
刷
、
社
寺
境
内
、
墓
地
で

ね
仰
を
す
る
と
迎
以
L
な
り
ま
す

(
大
村
瞥
娯
岩
)

年
末
に
は
、
手
を
か
え
、

品
を
外
灯
の
明
る
い
と
乙
ろ
は
ド
ロ

か
え
て
押
売
り
が
来
ま
す
。
隣
近
一ポ
ウ
も
不
良
徒
摘
も
蹴
っ
て
寄
り

所
の
み
な
さ
ん
が
、
力
を
あ
わ
せ

一
つ
き
ま
せ
ん。

乙
わ
れ
た
も
の
は

て
追
い
か
え
し
ま
し
ょ
う
。
一
す
ぐ
補
修
レ
ま
し
ょ
う
。
「
盗
ら

交
通
事
故
に
注
意

一れ
て
泣
く
よ
り
笑
っ
て
防
犯
」
で

ー

一す
。
隣
近
所
は
よ
く
話
し
合
い
ま

一
歩
家
を
出
た
ら
、
歩
か
え
く
一一し
よ
う
。
隣
近
所
が
話
合
っ
て
夜

て
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
車
に
乗

一

l

J

/

一審
と
か
防
犯
ベ
ル
を
備
付
け
て
自

ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
運
転
一

:

一

衛
鵬
首
備
を
強
化
し、

家
を
あ
か
す

者
の
か
た
は
い
く
ら
忙
し
く
て
も
一

E

、
一と
き
は
、
あ
と
を
頼
み
、
押
売
り

ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
一一の
追
か
え
し
な
ど
、
各
種
相
鮮
の

歩
く
か
た
は
必
ず
右
を
歩
き
ま
い
一

-

Z

3

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

よ
v

つ。

導
員
を
募
集

県
で
は
出
原
市
に
職
業
訓
練

所
を
、
説
中
市
に
労
働
福
祉
事

業
聞
が
経
世
ず
る
長
崎
総
台
職

業
訓
練
所
を
新
設
し
て
来
年
四
通
産
省
で
は
計
量
教
習
所
の
入

月
か
ら
関
山
し
ま
す
の
で
、
乙
所
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

の
訓
繰
酬
の
帥刷
業
訓
練
指
場
員
計
量
教
訓
閉
所
と
は
、
計
量
に
関

場
募
集
し
て
い
ま
す
。
ず
る
事
務
に
従
事
す
る
通
商
産
業

希
挫
の
か
に
は
三
十
六
年
一
省
、
都
道
附
県
、
お
よ
び
市
町
村

月
末
日
ま
で
県
職
業
耕
に
申
込
の
職
員
、
な
ら
ひ
じ
計
量
士
じ
な

ん

で

く

だ

さ

い

。

り

た

い
か
た
が
た
に
対
し
て
必
要

な
お
、
乙
の
新
設
を
含
め
た
な
技
術
お
よ
び
実
坊
を
授
け
る
と

県
内
職
業
訓
制
所
の
昭
和
三
十
乙
ろ
で
す
。

六
牛
度
入
所
生
も
募
集
し
て
い

ム
試
験
期
日
昭
和
三
十
六
年
二

ま

す

。

月

一

日

(学
科
試
験
)
同
月
二

〔指
叫
如
、
入
所
生
の
職
種
〕

日
(
身
体
検
査
)

(
出
版
)
内
燃
機
関
整
備
工
、
ム
場
所
一
樹
附
市
桜
院
抑
制
七
話

沼
気
機
器
幅
四
工
、

地

、

中

央
計
品
検
定
所
福
附
文

(
長
川
総
合
)
機
械
工
、
自

動

所

部
判
官
仙
斗
、
町
気
機
器
修
理
工
ム
試
験
科
目

配
b
J
、
似
金
L
、

物

規

学
計
量
教
習
生

の
入
所
試
験

一
般
常
識
、
数
学

償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
(
土
地
お
よ
び
家

屋
以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る

資
産
)
の
所
有
者
は
地
方
税
法

の
規
定
に
よ
り
毎
年
一
月
一
日

現
在
の
償
却
資
産
に
つ
い
て
市

長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該

当
者
は
来
年
一
月
十
六
日
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い。

ム
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

資
産つ
ぎ
の
資
産
で
一
個
ま
た
は

一
組
の
収
得
価
額
も
し
く
は
製

作
価
額
が
千
円
以
上
の
も
の

一
刊
構
築
物
、
刷
機
械
お
よ
び
装

置
、
川
船
舶、

判
車
両
お
よ
び

運
mm具
、
刷
工
具
、
部
具
お
よ

び
備
品

な
お
、
所
休
、
未
椀
働
の
も

の
も
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
申
告
書
は
税
務
謀
ま
た
は
出

雌
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

ム
申
告
に
2
い
て
不
明
の
点
は

税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

ム
刷
告
し
な
か
っ
た
り
岬
仰
の

申
告
を
し
ま
す
と
、
お
ふ
い
に

凶
り
ま
す
し
、
ま
た
制
川
が
岨

則
さ
れ
る
場
令
が
あ
り
ま
設
の

で
仰
が飢
え
ま
す
。
(
税
料
糾
)

忌

明

に

器

付

-」J
v

〓、b
q
l
J川
ド
リ

1
4
f一巳

H
V
'ク
垢
紅
白

F
o
p
-
L
Hい
件
、
三

さ
ん
は
実
父
故
熊
太
郎
δ
ん
の

忌
叫
に
一
宵
円
を
社
会
一川
机
副

業
賢
一
L
と
十
一
月
二
十
六
川
一福

祉
一耕
一扮
附
じ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
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ゴ
ミ
ゑ
教
料
三
期
分

の
夫
納
者
に
督
促

昭
和
一一一十
五
年

μ汚
物
料
、刊
日，
M
不
知

-uhf寸
J
寸
ご
月
)
の
恥
制
也
知
告
は
十
ご
月
十
五
日
付
で
、
町
百
一
躍
絡
ム
品
岳
地
じ
て
お
手
も
と
へ
お
送
り
い
た
し
ま
し
た。

納
期
の
十
二

月
二
十
五
日
ま
で
に
は
お
ぼ
れ
な
く
支
金
山
ま
た
は
、
お
近
く
の
出
張
所
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、仙
知
省
の
米
な
い
か
た
、
紛
失
さ
れ
た
か
た
な
ど
は
係
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

(
保
険
衛
生
課
)

協
力

L
合
っ
℃
大
き
な
成
果

-一一一一一一一一一一
一進

む

都

市

づ

く

り

一一一一一一一
Eh--
一

い
よ
い
よ
昭
和
三
十
五
年
も
余
す
と
こ
ろ
句
日
と
な
り
ま
し
た
。

全
市
民
が
別
る
く
楽
し
い
く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
大
村
市
は
近
代
的
都
市

づ
く
り
の
た
め
の
基
雌
づ
く
り
が
、
着
々
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

社
会
福
材
、

産
業
の
発
達
、
教
育
文
化

の
向
上
と
、

力
が
大
き
な
成
果
を
あ
け
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
面
に
治
互
い
の
協

昭
和
三
十
五
年
を
送
る
に
あ
た
っ
て
、
み
ん
な
が
力
を
出
し
合
っ
て
、

つ
く
り
あ

を
新
た

に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

け
た
大
村
市
政

の
足
あ
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
た
め
の
決
意

(毎月 1日.10日.20日発行)

十七フ し関めら観
二十ア市たにて十語大
月万 jレ活 。ふ軽ー協ハ
十円ト遁 G さ舗月~村
日で舗 竹 守わ装にて駅
完そ装 松 干しさか市前
成見士駅右いれけ包広

量二宮前は 雇兵え著 場
し士 エ線 53に村歩では
だ量空字皇宮古君五震
延七百ス包ま玄含か

(百教〔ま事度 で長
都八室西すをの学ず主主
申十、大。つ公 iO' 唱

差孟欝習 誇示蓬 手
〕 4 ブ 学どFJ=I設 六
普 2Eロ校 あ学 11 ル I

川 ッ〕 り校岡 山元

教二ク鴇 実校和 中扇
室 43Fニ 通 施金 三 --w 
六 工 階教 し新十 ユ
、合理室 て築五 子千
管 代廷六 い工年 日

以
上
い
ず
れ
も
十
一
月
一

日
着
工
、
来
年
三

月
末
完
成
の
予
定
で
す
。

し
原
処

理
場

近
く
運
転
昭

和
三
十
四
年
度
か
ら
三
十
五
年
度

ま
で
ニ
カ
年
制
続
事
業
と
し
て
昨

年
十
二
月
完
工
し
た
、
し
尿
消
化

楠
装
樹
新
設
工
事
は
本
年
十
二
月

中
旬
に
一
応
完
工
し
、
試
運
転
換

作
を
行
う
運
ひ
に
な
り
ま
し
た
。

明
年
一
月
下
旬
乙
ろ
か
ら
し
尿
処

理
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ご
み
運
搬
車

を
購

入
日
本

年
五
月
じ
ん
芥
運
搬
車
(
ト
ヨ
エ

ス
四
輪
小
型
ト
ラ
ッ
ク
)
を
購
入
、

こ
れ
で
運
搬
車
は
四
台
と
な
り
ま

し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
コ

l
ス
を
、
昨
年
か
ら
一
ほ
ど
据
え
つ
け

公
認
コ

l
ス
と
し
て
申
請
し
て
い

一が
終
り
ま
し
た

;
一ま
し
た
が
、
本
年
一
月
十
五
日
付

一乙
れ
で
従
来
の

量一

で
日
本
陸
連
か
ら
公
認
刊
が
交
付
一一
一一倍
の
能
力
を

装
一さ
れ
ま
し
た。

一あ
げ
る
乙
と
が

槽
一
市
立
病
院
で
は
外
科
病
腕

一で
き
、
問
者
ヘ

化
一
を
十
一
月
埼
築
し
、
制
定
問
室
、
一の
サ
ー
ビ
ス
が

消
一
大
部
屋
(
六
病
床
一
収
容
)
一一a
一挙
管
一向
上
し
ま
す
。

t
一
設
け
(
十
六
病
床
増
設
)
ま
し
た
。
一
(
写
真
左
H

5
一

ま
た
、
従
来
、
石
炭
が
燃
料
と
す

一

外
科
病
棟
)

し
一
る
ボ
イ
ラ
ー
を
、

重
油
が
燃
料
と

一
写
真
下
H
鈴
田

ぺ
一ず
る
ボ
ノ
ラ
l
に
取
幣
え
、
と
の

一川
惣
原
頭
首
工

み
れ

坪レ ー 協 乙の設 瓦 士山し t
'--'1 月北まと野、茸内て 研
乙ト末側たに葉十平に松農
乙 茸完に、な類一 家 松原 山
で 平成大大りの月建 j京;陸 :ie
は前、村村ま集十、共協同
、委主(共践す荷日延岡で村
み、経同協 。が 完 ニ 集 は建
か延量集で 行成十荷、設

ん九鉄車受 話日 g更届事
じ十筒を同 れ地を木協業
や五ス十殴 る区建造敷と

口弓ホ五ま Z3却を なが

i 73料開設言五
二コれ 設栓 E5ソ(自 。ど
|たじ四に プ片 動 皐
一 叉手 ま個配ー町車 塞
九〈すし 、置台地 荷

五か rtj た防し荷区ポ と
ら営 。火ま十)ン 選
L'重競 用しーにプ 果
川科 技 水た分 、ー を
の橋場 槽。団小台 !行 し成

大
村
港
新
城
物
揚
場

は
昨
年
九
月
十

理
室
二
、
特
別
教
室
一
教
室
、
欽
一
〔
中
央
小
学
校
〕
普
通
教
室
六
教
一
七
日
の
台
風
で
決
壊
し
ま
し
た
が
、
本
年
災
害

節
ブ
ロ
ッ
ク
二
階
建
、
延
二
百
九
一

室
、
鉄
筋
ブ

υ
ッ
ク
二
階
建
、
延
一
復
旧
工
事
を
行
な
い
、
十

一
月
上
旬
完
成
し
ま

十
三
坪
、
便
所
一
棟
二
十
二
坪
了
一百

一
坪
、
便
所
一
棟
十
一
坪
一
し
た
。
工
事
延
長
は
六
十
れ
で
す
。

市
道
草
場
線

の
改
修
工
事
は
十

一
月
一

日
着
工
、
本
年
末
完
成
の
予
定
で
す
。

工
事
延

長
は
二
百
七
川
、
幅
四
れ
で
す
。

(写
真
右
)

昭
和
三
十
二
年
七
月
水
害
で
決
鎖
し
た

鈴

田
針
尾
川
護
岸

復
凶
工
事
は
延
長
二
百
十

こ
れ
を
附
和
三
十
四
年
度
か
ら
二
カ
年
継
続

事
業
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

三
十
四
年
度
に
九

十
二
日
を

三
十
五
年
度
は
百
二
十
討
を
本

年
十

一
月
十
日
完
工
、
乙
れ
で
同
河
川
の
復
旧

工
事
は
完
了
し
ま
し
た
。

写
真
左
上
H
護
岸
が
で
き
あ
が
っ
た
針
尾
川

左
下
H
舗
装
さ
れ
た
竹
松
駅
前
線

上
H
立
派
に
な
っ
た
新
城
物
調
場

，三y

フロ

農
業
用
水
利
計
画
お
よ
び
一
尚
工
水
腫
関
係
で
は
お
も
に
つ

多
良
岳
総
合
同
発
計
画
は
、
一
ぎ
の
こ
と
か
ね
な
わ
れ
ま
し
た

三
十
三
年
か
ら
ひ
き
つ
づ
き
、
基一

水
産
関
係
ム
昭
和
三
十
四
年

本
計
画
と
調
企
を
わ
な
い
、
当
市
一
度
一
蹴
粉
業
者
か
ら
山
間
協
に
対
す
る

で
の
調
査
は
一
応
能
っ
て
、
現
在
一
見
鮮
金

ω仲
介
が
成
立
、
見
知
金

斗
一三
十
二
万
円
(
一
月
)
昭
和
三
十

農
林
省
で
実
施
計
画
書
を
作
成
一H.
一
五
年
度
分
は
七
十
万
円
(
十
二
月
)

で

す

。

一

ム

輩
醐
ダ
ム
建
設
じ
よ
る
郡
川
漁

工
場
通
地
調
査
は
昭
和
三
十
一
業
補
償
の
仲
介
か
成
l

(
一
九
一

四
年
に
ひ
き
つ
づ
き
調
査
を
わ
な

一
万
円
)

い
本
年
五
月
調
査
資
料
を
と
り
ま
一
商
工
関
係
リ
ム
中
小
企
業
者

と
め
、
写
真
、
図
面
等
に
よ
り
説
一
に
対
す
る
融
質
賞
金
の
預
託
、

明
を
加
え
た
、
百
凶
十
二
ペ
ー
ジ
一ム
中
小
企
業
者
の
経
営
診
断

に
お
よ
ぶ
印
刷
物
を
刊
行
し
ま
し

一ム
城
ノ
尾
、
長
問
、
饗
ー木
場
部
落

一の
闇
気
自
入

た

一

H

一ム
県
箇
ハ
ス
ロ
ー
カ
ル
線
の
古
賀

都
市
計
画

は、
土
地
利
用
計
画
一一品
佐
山
凶
辿

街
路
計
画
、

下
水
道
計
画、

公
園
一ム
部
一地
公

造

話
の
開
設
、

緑
地
計
画
を
完
了
し
ま
し
た
の
で

一ム
観
光
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
七
千
三
百

こ
れ
か
ら
笑
胞
の
段
階
に
移
る
乙
一

部
を
配
布
、

ー
い
し
、
観
光
客
の

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
誘
致
を
は
か
り
ま
し
た
。
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